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商人とソロバン

坂本信太郎

は　じ　め　に

　中国の明時代に盛んに使用されていたソロバンが，我が国に伝来されたのは

16世紀後半と言われている。ソ1コバソと共に割算九九も移入された。その導入

は長崎，堺の貿易商人達を通じたものであっ㍍

　我が国の数学は，飛鳥・奈良朝時代，やはり朝鮮を経て伝来した中国数学に

よって始められたのであるが，それは日本の数学に殆んど影響も与えずに衰徴

してしまったのであった。本格的に我が国の数学が開花するのは，ソロバソが

導入されてからである。従って我が国の数学は商人のソロバンによって育てら

れたと言ってもよいであろう。

　商人の活発な活動によって成長したソロバン中心の算学は，やがて我が国が

誇り得る独自の和算に到達した。しかしそこで商人とは無縁のものになってL

まったのである。そしてソロバンによる算術は，全くの計算術となって，数学

とは別の途を歩むようにたり，西鶴がミ武家義理物語ミにrそろばんをきて商

人をあらはせり」と言っているように，愈々商人のシンポルとなっていった。

　r商人の儀は算術をもつぱら心掛げらるべき事に侯。算勘未熟に侯へば商い

　の道闇き道理に候ゆゑ，行届かざる所に思ひよらざる損失もこれあるものに

　侯。ことに算筆不達者に候へぼ，先様の御前なとにて算用違ふなど，これあ

　る時は，その人も趾辱のやうに存ぜられ侯，また御店の御外聞にもかかわり
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　候事も出来申し侯」ミ独慎雑話ミ（寛政四年頃か）

これが商人の算学に対する心であった。故にソロバソは学間としてではなく，

あくまでも商人としての務めを遂行するための，商人の意気地のための手段と

して，術としてあったのである。

　和算は我が国の数学の中で華やかに開いた花であったが，洋算の導入ととも

に，孤独のうちにしぼんでしまった。ソロバンは華やかさこそ見せなかったが，

雑草のような根強さをもって生き続げ，活力を失うことはなかった。その源動

力こそは商人達の支えであった。

　私はソロバンが我が国の数学の上にもたらした影響と，商人達の手の中でた

どった途を概観してみたいと思うのである。そして科学と産業・技術のからみ

合の一面に触れてみたく思うのである。

　この稿のために多数の著書，論文のおかげを頂いた。これらの参照文献を文

中一々註するのは煩雑にすぎるので，各章の終りに掲げさせて頂くことにし

た。

I　我が国数学の概要

　一般に農耕杜会が成立して，可成りの余剰物資が蓄積されるようになると，

自ずと杜会のあり方は複雑なものになってゆく。杜会のあり方が複雑になると，

そこに新しい種類の技術，知識が必要とされてくる。それは従来の技術，知識

のように，物を作り出すためのものではなく，物を管理し，運営，組織するた

めに必要な技術，知識である。前老のためには定性的知識で充分足りるが，後者

に対してば定量的知識を必要とするのである。従来のものとは全く異質の知識，

技術の創出がなされなければならないのである。こうして創り出されてきたの

が擬科学（Pseudo　Science）である。つまり擬科学は人々が日常の生活を営

む上に，どうしても避けることが出来ない実際上の必要から自ずと始められて

きたものと言える。従って，術の性格が強く，’技術と科学が未分離の状態にな
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づている。医学，天文学，数学などが，このような形で，古代エジプ■ト，バビ

ロニア，インド，中国に始まったのである。擬科学が科学に発展するためには，

ギリシヤ的思考の出現によって，技術との分離が行われる必要があった。

　中由においては，遂に擬科学から脱げ出せずに終った。術の状態に留まって

しまった。こうした中国数学の摂取によって始められた我が国の数学も亦，科

学に極めて接近するほどに発展したにも拘わらず，術の域に留まった。擬科学

からの脱出は，幕末になってからの西洋数学の導入に侯たねぼならなかったの

である。

　さて，我が国における数学の発展状態は，次の四つの段階に分げることがで

きる。

　1．飛鳥・奈良時代

　　中国数学の導入による開始期

　2．江戸時代初頭

　　中国数学の再摂取による発展期

　3．江戸時代中期

　　和算の成立に始まる独創期

　4．幕末から明治初期

　　西洋数学の導入，和算の消減

　さて，このうち本稿に関係の深い1．2．3．の段階について記すことにする。

皿　飛鳥・奈良時代から室町時代の我が国数学の概要

　我が国の上代人にも，数と量の概念が存在し，単純な勘定は行えたと考える

のが自然である。しかし数学の知識とLては，朝鮮を通じて，漢・魏六朝の中

国文明が流入してからのことであ乱

　ミ日本書紀ミによれば欽明天皇十五年（554）に百済から暦・易・薬の博士が，

亦，推古天皇十年（602）に同じく百済から，僧観勒が暦・天文・地理・遁甲・
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方術の書を携えて来朝したと記してある。数学については特に記されていない

が，当然，簡単な計算術も伴われていたに違いない。

　次いで，孝徳天皇，大化二年（646）には
　　ヨ＾　イサ，　　　　サ　ト　　　　　　　デ売キカズトルタク…　　　　　　　　中ツ，ゴ｝ヒト　ヲピト

　r強く轄しく聡敏くして，書　算に工なる者を，主政・主帳とせよ。」

の詔が出されているのを見る。これは，明らかに，この時数学が導入されてい

ることを示すものである。そして政治・行政上に多数の数学習得者を必要とす

るほど，杜会が整い，複雑になってきたことの反映と見ることが出来る。元正

天皇・養老二年（718）になると養老令が発布され，大学寮を設げ，算博士，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亜ヤウギノゲ
算生を置くことが制度化されるにいたるのである。「令義解」によってその内

容を見ると，13歳から16歳迄の，五位以上の者の子孫並びに東西史部の子を以

て大学生とすること。教科書としては，ミ九章算術ミミ周碑算径ミミ三開重差ミミ綴

術ミなど九種の書を使用することなどが規定されている。いずれも可成り高度

な数学書である。算生らは主計寮，主税寮，太宰府などで班田租調の事務に従う

役人に採用されることになっていた。ところで，班田租調の事務に必要た数学

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヅク
知識ぱ，教科書の初めの章にある方田，粟布，衰分ωに記されているような簡

単なもので充分に間に合うので，綴術のような高度の部分まで学ぼれたかどう

かは疑わしいことである。亦学ぱれたとしても学生達に理解されたとは考えら

れない。

　この時期に移入摂取された知識の大きな特色は，算木を使用する計算法と掛

げ算九九であった。算木は3mm四方，長さ4cm位の棒で黒色と赤色の二種
　　　　　ノラヌ　　　　　　　｝イナス

がある。赤は十を，黒は一を表わすのである。算木で1本，2本と数えるほか

に，これを並べその形で数字を示した。llllllll11冊1TTTTとし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12345　6　7　8　9

一＝……⊥＝」≡」一≡というように。そして藁壷と呼ばれる紙叉は
10　　　20　　　　　　　　　60　　　70　　　80　　　90

板の上に並べて数字を表わし，この盤上の算木を動かして計算を行なうのであ

る。故に算木を用いて計算することを算を置くと称したのである。算木は嚢に
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入れて携帯Lたようである。ミ日本霊異記ミ（822？）の下の第14に「……自レ空

落死，彼身擢損，如二竿入フ嚢……」とある。

　当時の上層階級の人々は専ら算木を用いて計算を行った。この様子は平治の

乱（1159）に殺された藤原通憲信西が夫内造営を僅か2年間で造営したが，そ

の問手ずから終夜算を置ける，とある。亦計算が上手にいって，諸国からむだ

な徴収がなくて，めでたかったとミ愚管抄ミ巻5に記してあることから窺える。

更に室町時代の能狂言ミさいのめミの中にも「このあたりに住居いたす夫有徳

な者でござる。……そうじてわれらごときの者は・算勘に達せいではなりませ

ぬ。……算木を貸して下されい。」とある。

　算木による計算は，加法，減法，掛算九九による乗法，掛算九九で行う割算

（商除法で，現今の筆算による割算と同様のものである。）が行われた。しかし

掛算九九による乗法，除法が一般庶民にまで普及するのはぺ蓬かにおくれ，室

町時代末になってからのことであった。庶民の乗法，除法は原始的な方法であ

る加法，減法の繰り返しによって行っていたのである。

　移入された掛算九九が，上層の人々の間に新知識として持て購され，拡がっ

てい二た様子を見てみよう。

　万葉集巻六養老7年笠朝臣金村
　　　　　　　イヤノ亭ワギ1　　　目目ズヨ1
　907番「……弥継詞爾　万代
　　　　　　　カ　　ク　　　シ　　　ンラサソ　　　　　…　　目　シ　，　’

　　　　　　　如是＿＿知二　三芳野之　　」

　　　　　巻六　　　　　山部赤人
　　　　　　　7サカコ　＝　　　　　｝　　ン　フ｛ナ＝　ソ

　926番「……朝狩爾　十六履起之

　　　　　　　　呈フカ咀ニ　　　ト　コフ≡タテテ
　　　　　　　　タ狩爾　十里賜立……」

　　　　　巻八　　　　　大伴家持
　　　　　7ンヒキ　ノ　　　　　，　　ノ　　中　タチ　ク　　ク

　1495番r足引乃　許乃問立八十一

　　　　　十トト辛ス　　カクキキソ’テ　　ノチ宮ヒム売壬
　　　　　窪公鳥　如此聞始而後将恋可聞」

　　　　　巻十一
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　　　　　フカクサノ　　ニヒ貞守クラヲ　　守キソ’テ
　2542番「若草乃　新手枕乎　巻始而
　　　　　ヨヲヤヘダテム　　’　　クク　　7ラナク’
　　　　　夜哉将間　二八十一不在国」

　この外に，3242．3330番にも「八十一」を「くく」と読ませる歌が載ってい

る。このことは奈良時代には既に九九が，知識人の中に新知識として，競って

使用されるほどに拡がっていたことを示すものである。

　九九の表が記されている書としては，平安時代，天禄元年（970）に源為憲
　　　クチズサ…
編のミロ遊ミがある。この表では中国の数学書と同じく，九九八十一に始まり，

八九七十二……一一の一で終る型で記されている。現今の我々が唱えるよう底

型，一一が一に始まって，八九七十二，九九八十一に終る九九は，13世紀にな

って，数学がようやく一般庶民に迄普及し始めてからのことである。

　九九を使用した句や詩はその後も流行し，人々の好評を博した。平安初期の

都良香のミ神仙策ミに次のような句が見られる

　「四九三十六ノ天　丹霞ノ洞高ク闘ケ

　　八九七十ニノ室青巖ノ石削リ成セリ」

　鎌倉，室町時代に入ると禅宗の僧侶達の手の中へ数学は移ってゆく。その僧

侶達の詩文を見ると

　「三五秋高シ月上ル時」

　「菊ハ似タリ西施二八ノ姿」

　「七々算ツ来ル四十九」

　「九九元来八十一　七九依然六十三」

のように九九を用いたものが多く見出されるのであ乱

　世の中が安定し，堂塔の建造，治水開墾，亦宋や元・明との通商貿易が盛ん

になるにつれて，貴族，上級官吏，僧侶らの上層階級にとって，数学知識は愈

愈欠かすことの出来ないものになっていった。そして可成りの程度のものが学

ばれるようになったのであ私このことは前記のミロ遊ミが，参議左中将藤原為

光の長子（7歳）の教育のために編まれた教科書であったことから一も窺えよう。
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　ところで数学は上層階級のものでしかなく，一般庶民にとっては所詮無縁の

ものであった。神秘的な一種不思議な術でしかなかったのである。‘21しかL13

世紀から14世紀にかけて，諸産業が興り，商いも発達し始めてから，ようやく

庶民の中にも掛算九九が浸透L普及するようになったのである。計算の必要が

増し，計算を行うことの出来る人の数も増加していった。この様子は，当時の

庶民の娯楽であった能狂言の出し物に窺うことが出来よう。そうした出し物に

前記のミさいのめミ（或いはミ算勘紮とも言う），ミニ九十八ミがある。いず

れも計算に関係を持った狂言で，人々はこれを見て笑いころげるのであった。

今やそれほどに九九も数知識も拡がっていたのである。例えばミニ九十八ミで

は，或る男が清水の観音に妻を授けられんことを祈って，夢のお告げを得る。

そのお告げの通りに出会った女に住所を尋ね「春目なる里とは聞けど室町の角

よりしてはいくつなるらん」と言うと，女が「ああ，にく」と答える。そこで

男は九九の算用で18軒目と知り，「われらごとき妻に算勘の達したはいち調法

ぢや」と言って喜ぶという内容である。亦ミさいのめミでは500具（1000個）

　サイ
の賓の目の総数を求めることを話の内容とするが，この数を求めるのに，指を

折って数えたり，算木を持ち出すまでもなく，見物人は暗算で出すことが出来

たので，登場の人物がまごまごするところにおもしろさを見たのである。

　このように，数学はその裾を拡げ，興隆し始めたのであったが，共の後久し

きにわたって打ち続いた兵乱に遭って，忽ちに衰亡していった。中国数学の摂

取消化が不充分なままに終った我が国の数学の根の浅さがここに表面化したの

である。僅かに簡単な計算の技術のみが，日常生活の支えのもとに，細々と残

り得たという始末であった。

　r・…・・中古，戦国に及びて，九章の学（数学の意），随つて地に落つ。士は

軍務に労し，民は流離に苦しみて，除算を煩なりとして用いず乗算のみを行ふ

一・・」と，天明元年（1781），村井中漸はその著ミ算法童子問ミの算学淵源で

述べている。
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　算学淵源に見られるように，四則計算の中で除算は特別であった。狂言の

ミさいのめミにも「何ぞむつかしい割物でもおほせつけられるかと存じてござ一

れぱ……」と，算勘の達者た一人は，誇らLげに言う。除算は甚だしく難かし

いものであった。室町時代には除法を知る者は殆んど稀な状態になっていたの

である。

注（ユ〕方田：田畝の面積を計算することを対象とする。わが国では検地算という。

　　　粟布：粟は米，布は銭をいう。穀物金銭等の売買交易を説く。

　　　衰分：差分ともいう。主として比例配分を論ずる，亦一定の規定の下に総数を数

　　　　　組に分割する問題も扱う。

　（2〕算木計算ば，世襲の算家によって秘法として相伝された。このことが民間に於て

　は一種の魔術の如く考えられたと見え，ミ字治拾遺物語ミにもr算の道はおそろし

　　きこと」として，人を活殺することが出来るとさえ考えられていたようだ。

　　亦，三十二番職人歌合（14C～16C）の六番ミ算おきミに「『をくさんの　さう

　　しやうしたる花の時　風をばいれぬ五形なりけり。』算道の指南五形の相剋相生を

　本躰にて，一切の吉凶を判定することなれぱ……」とある。

　　更にミ人倫訓蒙図彙ミの「捧者」の項に「……天地五運の行道も葎数を考えて是

　をしり，高山深淵をもいたらずしてしるは是葎勘の徳なり。」とある。
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○’九九に就きて，三上義夫，東西算盤文献集第二輯

皿　江戸時代初頭に於る我が国数学の概観

　室町時代の末から織田・豊臣時代にかけての時期ぱ，数学の重要性が再び薯

しく認識され，復活した時期であった。この時期において最も数学を必要とし

たのは第一に各地の戦国諾侯であり，武士達である。戦乱の絶え間たい当時，

不時に備えての築城や，軍備のための土木工事が頻繁に行われた。そしてその

ための測量に，資材・人夫の手配りや見積，兵糧の手当，諸経費の会計・見積

り，徴税など，すべてに数学は欠かせぬものであった。従って大名も武士達も

算学を重んじ，学ぶことを奨励したのである。算学を賎しむという風潮は全く

なかった。ミ算学必究ミに

　r……北条早雲，子息氏綱稽古ばじめの時，何れの芸を以て，先にいたし申べ

くやと家臣へ相談ありしに，大導寺駿河守，進み出て，算術を先にいたし然る

べくと申しければ，……早雲やや思案ありて，吾は駿河守が中に随い，算を以

て先とせんと申され，算学を先にいたされしとか。」亦続いて，「兵賦，陣法，

糠飼，営地域制等は，悉く算より出るものにして・…・・。国家予備の法，戦陣勝

敗の数，算術にあらざれば勝を決する事能はず，すべて算を知らざれば，物に

疑念を生じ，疑念あれぼ指揮遅滞す，これ兵家の嫌ふ所なれぱ，将たる者，数

を学ぶべきものと存侯。」と記している。

　中国地方の一城主であった多湖信敬のミ多胡家訓ミにも同じように，

　r国ヲヲサメ，郡郷庄村里ヲハカラヒ，名田ヲ持作等スルモ，皆算用ナリ，，

アキナイ利銭事ハ申ニヲヨバズ，奉公，シヨクゲイモ，算用ニモルル事ナシ，

算用ヲ知ヌモノ，人ノツヒエヲモ知ズ……」と述べ，武士生活に必要な17科目

の中で算用を上位にあげて記しているのである。

積極的な算用への認識が武士達の間に燃え上った時期であった。

　数学を強く必要とした第二は，成長してきた商人達であった。城下町を形成
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し，諸国から商人を集めてきて，手厚い保護を与えた戦国大名の政策の下で，

商人達ばようやく独立した存在になることが出来，繁栄への道が大きく開かれ

ることになった。遣明船貿易に，朝鮮，南海貿易に，鉱山業，土木事業，鉄砲

等の武器商に活発な活動が開始され，巨利を得て豪商となる者も数多く出るよ

うになった。特に戦国覇者となった信長，秀吉は封建体制の再編成を企て，楽

市，楽座を設け，各地の関所を撤廃して交通・交易に便ならしめるたどの諸政

策を通じて，諸産業の整備，興隆を計ったので，経済活動はより一層の活気を

帯びる状態になった。経済活動，商業の活発化は，発生してくる種々の間題を

速やかに処理し得る数学と計算法を激しく要求するようにたった。

　第二回目の中国数学の移入が開始されたのは，こうした空気の最中だった。

しかも今回の移入によって伝来されたものは，第一には，ソ回バソの新用具と

割算九九の計算手段で，人々が渇望してやまなかった容易にして，速やかな計

算を可能にするものだった。第二には，日用諸算を主とした通俗数学書ミ算法

統宗ミであった。この算書は，第一回目の伝来時における算書ミ九章算術ぺ・・

・などより内容は容易で，当時の人々に理解不可能なほど高度なものではなか

った。従って，前回と異り，充分に理解し，摂取消化することが出来た。この

ことは我が国の数学にとって大変幸いなことだったといえ乱

　ソ目バンと割算九九がいつ我が国に伝えられたかは，定かではないが，16世

紀末で，17世紀初には可成り使用されていたと考えられる。ソロバンは，従来

の計算用具の算木より蓬かに軽便な用具であっね加法，減法が非常に容易に，

しかも誰れもすぐに計算出来るものであった。更に割算九九即ち割声（八算見

一とも言われる。）を用いることで，難かしい除法が，何等頭を0ねることな

く，全く機械的に行えるのである。ここで人々は，至難の除法も征服し，四則

計算を掌中に収めることが出来たのである。このためソロバンは，初めは大名，

富豪などの上層の人々に，そして次第に一般庶民，町人に急速に浸透して行き，

どこでも大歓迎された。計算に親Lみ計算の出来る者の数は一挙に増え，同時
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に新しい数学を学ぶ者も増加した。我が国の数学の内容を高めてゆくための準

備体制が次第に整えられてきたのである。

　江戸時代に入ってくると，数学，ソロバンに対しての考え方に，少しく変化

が現れてきた。今や覇老徳川家の支配体制は確立し，安定し，天下太平の世に

なった。それと共に慕府官僚機構の中にも，それに対応した改変が進行し，専

門的技循・知識を必要とする部署が設げられるようになり，それぞれに家臣が

配置されるようになっていった。その結果それぞれの武家の役柄は定まってし

まうことになった。特に財政部門では業務の専門化が強く進行し，勘定方に起

用された武士以外の，一般の武士達には計算の必要性をなくしてしまうことに

なったのである。

　亦一方進展著るしい商入達に財力が押えられてくる現状への反動とLて，武

士達の中に，蔑商思想が起り，それと共に数学，ソロバンに対しても，かかる

商貿町人のための学であり，たかだか小吏の遣にすぎないものとして軽視し，

賎しむふうが強くなってきたのであ乱先のミ算法董子間ミの算学淵源は言う
　　　　　ナホムネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　「世人，大率算学の本旨を論ぜず，経済の益あるを置き，わづかにその末駈
クワイ

俺（ずるがLこい仲買人），計較（はかりくらべ）の便たるを以て，商貿，販夫

の日用となる。かの繕紳犬夫視て市井の俗物とす。宣なる哉，その術を見れば

皆貨殖の蚕子法にして，また商買の産業，実に太平の余恩なり。士君子の興か

るところならんや。」乙

　川北朝鄭もその回想文の中で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主イジク　「余は七歳にLて初めて珠算を学び，八算見一より相場割，差分，方程，盈腋

（過不足算），開平，開立の順を逐て，天元術に至れり。当時（安政年間）士

は珠算を手にするを快しとせず，以て商売の技とせり。身武門に在る者算術に

志せば同僚の忌む所となり，交際を絶つに至る。故に余は陰かに数学を研究す

るは夜間燈火を友とするのみ。」と言うほどの状態になったのである。従って数

学は，勘定方の役人か，一部の浪人，富裕な百姓・町人，或いは数学に趣味を
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持ち芸に遊ぼうとした暇人，若しくは変人と称される人の中で育てられ，これ

らの人々によってのみ支えられることになったのである。

　さてソロバンと割声は慶長の初め頃迄（1604年以前）は，上層の商人や大名，

武士の一部が入手し得て，使用していただけであった。そしてその知識は口諦

や筆書によって伝えられるのみであったが，それでもこの便利た算法は次第に

広く拡がりつつあった。ソロバソ導入による新しい計算の仕方を，口謂や筆書

ではなく版本にして，多くの人々の要望に応えたのが，毛利重能の手に成る

ミ割算書ミで，元和八年（ユ622）の出版であった。この書は我が国に現存する

最古の数学書である。この本の表紙が失われているので，何という題名であっ

たか不明であるが，内容が割算を主としているので，通称ミ割算書ミと呼ばれ

ているのである。

　　　　　　　　＾ツサソ　　オナフクナ＝，
　ミ割算書ミは，八算，同発ノ見一，同発ノ帰一倍一，同発ノ四十四割，四十三

　　　　　　　　　　　　　　　　比ケ　　目キプソ　　　　　　　　　　守スツ毛，ザy
割，小一斤声ωの割声の外に，糸割，掛て吉分，絹布割，升積算，金割算，借

銀・借米，米売買の日用商用計算に関する事柄，更に簡単ではあるが検地算，普

　　　守手　…　目ウ
請割，町見様の測量・土木の問題の16項目を内容としてい乱

　割算九九について次のように記している。

　八算之次第
　’イチ　　デソサクノゴ

　ニー　天作五
　　　十ウ＝　ウソイチ身フ

　　　逢二進一十

　三一　三十一

　三二　六十二

　　　逢三進一十〔2〕

　　　カ　イチ
五一　加一

五二　加二
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　　　　カ　カ」シチ
　九七　加下七

　九八　加下八

　　　逢九進一十

　右，八算の声，期くの如く割り申侯。若し声を忘れたる時，ニノ段に二一天

作五と云ふは，十匁の物二つに割り侯へば五匁になる。叉三の段に三一三十一

と云ふは，十匁を三つに割り侯へば三匁づつにして，一匁余り申すに由り，三

十一と云ふ也。・

　見一之次第
　　　　　　　　　　ヶソイ手ム貞ウサクキウノイ手
　置ク、不〃置ヶ時は「見］無当作九一」と云ふ。此心は百目を十一人に割り

候へと云ふ時，十人には十匁づつにて侯へども，十一人と云ふ時，九一に作る

は，十人に九十目として一人分ば残り，十匁の内にて引き申侯時，一匁残り申

侯。……〔割

　帰　倍　之次第

　引ク、不〃引ケ時は「帰倍」と云ふ。此心は右「作九一」と仕る時に，十

二人に割る時，二人分下の十匁にて二人引中候時足り不申侯時，上の九十目の

内十匁下へ下げて八十目と二十目になし，さて下の二十目の内にて二人分八匁

づつ十六匁引き申侯。……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソウ　見一の段を「引そろぼん」と云ふ。叉「惣まくり」とも云ふ也。ω

　割算の指導書とはいうものの，唯割算九九の表を掲げただげで，その説明は

至って簡単である。従ってこの書物だげでは，いかなる初学者も独りで学び得

ることは出来なかった。この書は独習老にではたく，師が直接この本を用いな

がら弟子に教えるための教科書というものであった。

　割算九九を八算，見一と呼ぶのば，一桁のわり算のための割声が，二の段か

ら九の段まで八種あることから八算と称し，二桁以上の割算にはr見　無当作

九一……見九無当作九九」の割声を使うところから，その頭をとって呼んだの

である。
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　割算九九について，三上義夫博士の論文に依って簡単に説明しておこ㌔

　除算歌括即ち割算九九ぱ，中国の宋時代末から元・明時代にかげて現れてき

たもので，ミ算学啓蒙ミ以後に広く賞用された。ミ算学啓蒙ミの中で，九帰除

法即ち割声を使用する割算は，古くからの商除法即ち乗算九九を用いての割算

が初学老には入り難いので，これに代えて試みられるようになったものである。

従って九帰除法は正術と云うべきものではなく，便宜法である，と説いている。

　　　　サソ・｛ソ
　算木と算盤による割算の方法は，実即ち割られる数を上に，法即ち割る数を

下に並べ，商即ち割算の答を更に最上の列に入れるのである。‘5〕つまり先ず商

を立てて，それから演算を施して行く。別に商を立てての割算であるので，商

除法と云うのであろう。これに対して割声を用いる除法却ち帰除法では，特別

にどのような商を採ってきたらよいかと考えた上で商を立てることをしないで，

割声に依頼して商がすぐに出てくるのである。そしてその出た商を実の前に入

れて，割声に応じた演算をすることで割算が行えるのである。実即ち被除数の

入れてある位置に於て商が直ちに布置されてゆくと云う訳である。商が実の旧

位置に於て，そこへ直ちに帰入するという意味でこの種の割算が帰除法と称さ

れたのであろう。処で帰除法がソロバソの専用となるのは，ソロバソではその

構造上，商を別の位置に立てることはむつかしい。どうしても実の位置に於て

商を構成して行くようにしなげればならない。このことが割声とソロバンを密

接に結びつけたのであると考えられるのである。

　さて，寛永四年（1627）には，我が国の数学史上に最も大きな影響をもたら

Lた算書が出版された。京都嵯峨の吉田光由のミ塵劫記ミである。ミ塵劫記ミ

は，中国の珠算書ミ算法統宗ミに基づいて書かれたものであるが，中国数学の

臭味から完全に脱け出した筆致で書かれ，豊富な挿絵を加えて人々が少しでも

数学に親しみを持つように配慮を加えた美麗な本である。その内容には当時の

杜会・経済生活，日常生活にとって適切な間題が網羅されていた。亦ソロバン

計算法などの基本的な事項については，ミ割算書ミとは対照的に，どんな初学

　592



362

593

（懇切了寧な説明に注意Lてほしい）

寛永十一年

（かけきんの解説を籔せたのは≡慶劫訣が初めてである。）
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老でも本書だけで容易に学び得るよう，懇切丁寧た説明を図解付でしていた。

更に，まま子立，ねずみ算，からす算，油はかり算などの数学遊戯も載せ，人々

の関心と興味をそそることも忘れたい巧みな編集がなされている書物であっ

た。その記載事項の順序，分類に，数学的な面からの充分な系統化，体系的な

整序がなされていたとは言えないが，実用性と教育的面を併せた格調高い初等

教科書であった。

　こうした本であったので，数学指導書の少なかった当時の人々から大きな歓

迎を受げ，長年月に亘って版を重ねていった。江戸時代を通じてベストセラー

のナソバーワンの地位を確保し続げた。亦書璋が無断で何種類もの粗悪な異版，

偽版を出し，その跡を絶ない状態であった。更には数学に無関係な場合にさえも

ミ○○塵劫記ミといったように，ミ塵劫記ミの名は拡大解釈されて，唯単にミ入

門書ミと言う意味の代りに使用される有様であった。ミ塵劫記ミという名を冠L

た本の数は，現今迄に知られているものでも四○○種を超えている程である。㈹

　ところで，ミ塵劫記ミは大型で，非常に優美な豪華本であり，三～五巻本の

百丁を超える部厚いものであったから高価であった（18世紀において五巻もの

の上等本の値段は1人1ヵ月分の米代程と言われている。）従ってミ塵劫記ミは

決して一般庶民向げのものではなかった。富裕層のためのものであったと言え

る。吉田光由の伝によると，初め毛利重能に習ったが志を得ず，同族の吉田素

庵からミ算法統宗ミに就いて教授を受け，学力が上達してミ塵劫記ミを作るに

いたったと書いてある。この素庵という人は，豪商角倉了以の嫡子で，商才に

おいても，政治的手腕においても非常に傑出した人であり，同時に書も歌も詩

にもすぐれ，嵯峨本という優美な印刷も行った芸術家でもあった。ミ塵劫記ミ

が，優美な，極めて趣味豊かな本に仕上げられたのも，こうしたことに一因が

あるのではないかと言われている。

　多くの版のうちで，最も広く流布した版は寛文九年（1669）のミ新編塵劫記ミ

で，この本は六十四丁の小型本であった。一般庶民の中へは，粗雑ではあるが，
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手軽で安価な版を以て普及していった。

寛永十八年十一月刊行のミ塵劫記ミ三巻本版は，特に我が国の数学発展史上

に重要な意味を持つものであった。下巻の践文に，

　r……世に算勘の達者数人ありと言へども，此道に入らずしてその勘者の位

を世の常の人見分けかたL。只はやれぼ上手と言ふ。これひが事也。故に其勘

者の位を大かた諸人の見分けんが為に，今此巻に法を除て出すところ十ニケ有

り，勘老はこのさんの法を註して世に伝べし……」とある。

　当時の学老の力を試みるために，光由はその解法を示さずに，問題十二題を掲

げ，学老自身が解くことを求めたのである。これが遺題と言われるものであり，

遺題を解き更き自己の題を遺してゆくという遺題継承の現象が，ここに始まる

ことになった。そして遺題こそは学者達を刺激し，互いに切瑳琢磨し，我が国の

数学を次々と高度化させ，その発展を大きく促進させる一因となったのである。

　初期における標準的算書とLてミ塵劫記ミに並ぶものに，寛永十六年（1639）
　　　ト呈アキ　　　　　亨ユガイoク

の今村知商のミ堅亥録ミがある。ミ塵劫記ミと対照的に日常的な問題には少し

も触れていない。そして主として求積の事を記し，種々の公式や法則を証明な

しにただその結果だけを並ぺている。例題も掲げず，しかも変則漢文で書いた

ので理解するのが容易でない書であった。元々この書は，一般向けの書として

書かれたのではなく，門弟用のテキストといったもので，限定版であった（僅

か百冊であった）。そこで，この内容を初学者向けに改めたミ因帰算歌ミが寛

永十七年（1640）ヒ出された。その序に

　　　　　　　　　　　　　　　ヤウ　　　　　　　　　　　　　　　ワルクルイ
　r……今時の幼なき人を見るに，役に立たぬ歌を歌ひ，悪狂をし，そことな

く徒らに日を送りぬ。ここを歎かしく思ひ，とても歌はん歌ならばと，三十一

字の文字の内に，それぞれの算を集と成し，算歌と名づく。願はくは幼なき人，

此歌を口にし，算馬を手にせば後の宝と成りつべし。」と記すごとく，長歌，

短歌をもって計算方法を，童蒙にもたやすく記憶させ，算に親しませることが

意図されていた。例えば
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　「金廿六両あり。壱両の相場銀六十二匁五分にして，此銀壱貫六百廿五匁に

成る。此式も相因。」と記した後で，この法式を歌風にr相因は，一たび掛げ

る式なれば，両に相場掛げ銀目とぞ知る。」といった工合であ乱

表1和算書の出版状況（平山諦ミ刊本和算図書目録ミから）

慶劫記 その他 計

1622～1671（元和～寛文）
37 42 79

1672～1721（延宝～享保）
40 99 139

1722～1771（享保～明和）
36 76 112

1772～1821（明和～文政）
107 141 248

1822～1871（文政～明治）
76 283 359

1872～1921（明治～大正）
37 209 246

不　　　明 75 30 105

計 408 880 1288

　景気上昇期にあった17世紀半ばは，亦新興商人の台頭も著しく，商人は活気

に満ちていた。そして算書の需要は一段と促進され，その出版も目覚しかっ

た。特に目立った算書は万治二年（1659）のミ改算記ミであった。山田正重の

著書で，ミ塵劫記ミと同じタイプの書である。この書はミ塵劫記ミを初めとL，

ミ因帰算歌ミ，ミ参両録ミ，ミ亀井諸算記ミ，ミ四角問答ミなど既出の算書の誤りを

ただL，更に種々の法則を一々図解を以て説明し，一層理解し易くすることを

目標に置いて書かれたものであった。そこで犬変な人気を博し，六十種に及ぶ

異版が出される程だった。江戸時代を通じミ塵劫記ミのつぎに多く出版され，

ミ塵劫記ミと共に通俗数学書の双壁を成した。

　江戸時代初期の算書はいずれもソロバンを算学の中心に置いていた。出版さ

れた算書には前記の如き入門書的算書の外に，数学専門家に向けた各種の珠算

書も果多しくあった。そして専門家達は珠算書の程度を少しでも高めようとして，
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互いに努力し，競い合っていた。こうした中で寛文元年（1661）に礒村吉徳に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケツ“｝冒ウ
よって，珠算書とLては最も高度なミ算法閾疑抄ミが出版されたのである。ソ

ロバンによる算術の頂上がここに窮められたのであった。しかし，この頃から

我が国の数学に変化の兆が現れ始めてきていたのであ乱

注（1）小一斤割：重量の単位については匁，貫の外に斤がある。これには唐目の一斤と

　　日本目の一斤があった。唐目1斤は160匁で小斤，目本目1斤は250匁で大1斤と呼

　　んでいた。長崎での生糸貿易に際し，唐目1斤を目本目1斤に直す必要から，160

　　除が生ずる，その為の割声である竈例えぱ

　　一董六二五　　」」＝0．0625であるから，1を16で割れば1桁退いて625であるこ
　　　　　　　　　16

　　　　　　　　とを意味する

　　二留一二五　　＿…」＝O．125であるから，2を16で割れば，そのまま留まって125で
　　　　　　　　　16

　　　　　　　　あることを意味する

　　　　　　　　　3　　三留一八七五　一＝O・1875
　　　　　　　　　16

　（2）20を3で割ると答は6で余りが2である。そこで，3で20を割る時は，r3と20で

　　は6余り2」これをつめて「3と20は6と2」更に「三二六と二」これを呼びょく

　　するため「三二六十二」とLたのである。

　　亦「逢三進一十」とは，3を3で割るときは，3をとって前へ1を進めよというこ

　　とである。

　　「九七加下七」とは，70を9で割ると，7余り7である。このときは下へ7を加え

　　よということである。

　（3）見一，100÷11において　　わる数　　わられる数
　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　100

　　見一無頭作九一と呼んで1を9
　　に作って下へ1を加える…一・…・・…………・・910

　　作った9にわる数の1（1位の）　　　　　一9

　　をかげて　1×9＝9　を引く…・…・………・901

　　答は9余り1である回

　（4）帰一倍一，100÷12において　　　　　　　12　　　　100

　　見一無頭作九二と呼んで1を9に作って下へ
　　1を加える。・………・……．……・…・…・…・・・・……………・…・910

　　作った9に2（1位の）をかけ

　　2x9＝18を引く
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　引げないので帰一倍一と呼んで9から1をと

　り下の桁へ1を加える…・・一・・一…・・…・………・・・・・・………820

　8と2　（1位の）をかけ16を20から引く・…………・……一…一16

　答8余り4・…・・……・・一・……・・………・・・……・…・…・……804

6）㌫llll㍗一㌻＝㍗馳
　　　　　　　　　　　　　　　　（工8÷6）
　　　　　　　　（7÷6＝1・・・…　1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆イツウサソ］ウ　キ（6）賛表紙や滑稽本などの題名にも用いられてい乱ミ犬通人好記ミミ肇碧華婁季胸算用

　　　　　　ツキ“ノ十ソ自ウキ
　嘘の店卸ミ…通気智之銭光記ミなどのように。塵劫記は亦ソロバンの代名詞と作老

　の目にはうつっていたo

　参照文献

○　明治前日本数学史（第一巻），岩波書店

○　古事類苑鯛，文学部三r算術」、吉川弘文館

○　珠算の歴史，鈴木久男，富士短大出版部

○　数学受入れの素地，大矢真一，自然32巻8号，1977年

○　古代数学（上，下），目本古典全集，目本古典全集刊行会

○　日本の数学，小倉金之助，岩波新書（赤版）

○　日本教育史I，東洋文庫，平凡杜

○　算法童子問，初等数学古典3，大紘書院

○　そろばんの歴史，戸谷清一・鈴木久男，昭和35年森北出版

○　文化史上より見たる日本の数学，三上義夫，東西算盤文献集第二輯

○　我が国文化史上より見たる珠算，三上義夫，東西算盤文献集第二輯

○　算盤来歴考，遠藤佐々喜，東西算盤文献集第二輯

○　帰除歌訣孜，三上義夫，東西算盤文献集第二輯

○　目本教科書大系，14巻，理数，昭和49年，講談杜

○　そろぽんの伝来についての一考察，山崎与右衛門・鈴木久男，東西算盤文献集第二輯

W　和算の成立に始まる我が国数学の独創期

　ミ算法閾疑抄ミが出版された寛文元年の前後から，我が国の算学は転換期に

さしかかりつつあった。その兆しの第一は，16世紀末から17世紀の前半におい

て，商業は激しく数学を要求し，数学の世界に大きた刺激を与えたが，その目
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標とする初等算術を掌中に収めると満足してしまい，最早やそれ以上のものを

求めようとはせず，刺激を与えようとはしなくなってきていたことであ乱

　第二は，遺題が難問のための難問を追い求めるようになり，実際とは全く無

関係な特殊的問題のみを競うようになっていったことである。そして数学は一

般杜会から遊離してゆき，全く趣味，芸に遊ぶ人達だけのものに入っていった

のである。今や，従来の珠算による算術の能力では，容易に解き得たくなって

きていた。

　こうした特殊的難間の出現は，当然新たな，より優れた能力を持った算法に

向けての模索探究を呼び起さずにはいなかっれそして新たな算法として，数

学者達が見出したものが，天元術であった。天元術は算木を並べて，数係数一

元高次方程式を立て，これを処理して間題を解く代数学の一都である。

　我が副こ伝来されていた中国算書の中で，天元術に就いて記していたものは

ミ算学啓蒙ミであった。この書は中国の元代，大徳三年（1299）に朱世傑が著

したもので，算木による計算法と天元術を記していた。この本が出版された頃

の中国ではソロバンが普及しだした時で，ために算木計算はソロバソに圧倒さ

れ，滅びつつあったのである。そしてこの書も同時に忘れられ，共の後中国に

おいては亡失してしまっていた。しかし幸いなことに，ソロバソの使用を拒否

して算木に執着していた朝鮮で歓迎され，残ることが出来たという書なのであ

る。我が国に何時入ってきたかは正確には分らたいが，秀吉の朝鮮出兵の際に

持ち込まれたらしい。ところでこの書は，我が国においても，ミ算法統宗ミの

陰にかくされていて，容易に日の目を見ずにいたのであるが，幕府の学術奨励

の方針によって，万治元年（1658）久田玄哲の手で訓点覆刻されるに及び，広

く知られるに至ったのである。天元術の研究はここから姶まる。ミ算学啓蒙ミ

に天元術が記されているとは言え，算木による方程式の表わし方，天元之一

（未知数κのこと）が何を意味するものであるのか，などの説明も無げれば，

亦方程式の解法の説明も与えてはい底いのである。従ってこれを正しく理解し，
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咀囑するには犬変な努力を要することであった。この努力は寛文七年（1667）

の佐藤正興のミ算法根源記ミを経て，寛文十一年（1671）の沢ロー之著ミ古今

算法記ミに至って実ったのである。ミ算学啓蒙ミの覆刻から僅か十三年に過ぎ

ないことであった。短時日の問にこれが成し遂げられたことは，誠に敬服の至

りと言わざるを得ない。

　佐藤正興の段階では，まだ天元の一の意味は良く理解されないままにあった

が，沢口は天元術を完全に理解し，これを用いてミ算法根源記ミの遺題百五十

間を解いてみせたのである。ミ古今算法記ミは天元術で問題を解いた最初の書

であるが，天元術についての説明は何等記すことがなかっれLかし，天元術

の発展は，これによって刺激を受げ啓蒙期に入私天元術の指導書・教科書が

出るのは元禄三年（1690）の建都賢弘ミ算学啓蒙諺解大成ミ，元禄丸年（1696）

ミ算法天元録ミ西脇利忠，元禄十一年（1698）ミ算法天元指南ミ佐藤茂春と元

禄期に入ってからであ私そして，今や天元術はソロバン同様に数学を学ぶ老

の基礎となっていった。

　天元術で，式を表わすのに算木を算盤上に維に並べて表わす。未知数πを天

元之一と呼び，上から実級貝口ち数値項，次いで方級即ちκの一乗の項，廉級或

いは初廉即ち”2の項，次廉が，三廉〆と順次下方に，その係数のみを置き並

べるのである。

例えぱ

12一κ十　8芳雪一3が　　岳ま

千
r
，
o 百 十 一 分 ■＝

商

一’
（蓋集） 実

一’

l
l
‘
1 ’一（養集） 方

T （赤） 廉
万
廉 ’一 1’ 一 ㎜ （黒）

■算盤

となる。
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　天元術にはいくつかの，取り除けない欠点があった。その一つは等号の記号

がなかった。方程式の場合でも＝Oは略されてしまう。従って整式と方程式の

区別はつかないことになる。場合に応じて区別するより仕方がないのである。

　第二に，上記のように係数のみを並べるため，式中の文字は一個に限られて

しまい，二個以上の未知数を扱った方程式を表わすことが出来なくたる。処で

間題が複雑な場合，これを解くにはどうしても数個の未知数を扱わねばならな

くたる。一般にはこれを解くのに数個の未知数について立てた方程式から，順

次未知数を消去してゆき，最後には一個の未知数の方程式に帰着させる方法を

採る。例えば

｛
π一ツ＝5
　　　　　　　ノを消去して　　κ2－5卜644＝0
　　〃＝6必

　このように変形してやれば，天元術においても，未知数の数に拘わることな

く，方程武を算木で表わすことが出来ることになる。

　第ヨこ天元術における未知数の指数は整数でなければならなかった。そこで

整数でない場合には，これを直す必要があった。例えば

　　κ一3／7－4＝Oをπ」17π十16＝0

　第四に，式を算木に置くためには上記のように間題を変形してやらねばなら

なかったが，この式変化の途中経過の計算は容易に出来ることではない。Lか

るに天元術ではこの最後の形にいたるまでの計算を暗算で行わなげればならな

かった。

　この困難さは特に天元術の大きな欠点であった。こうした天元術の欠点を解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テソザソ
消する方法が，関孝和によって発明された点寮術であった。最後の結果に到達

するまでの道筋を紙に書いて演算を進める方法である。算木を使用することを

止め，筆算のみで間題を解く，全く新しい算法の創出であった。この際使用する

数字は，我が国の数字は記録には用いられても計算には全く不適であったので，

算木の形をそのまま貸用した警式数字で記し，負を示すには斜線をほどこすエ
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夫をして用いた。前出の例で言えば縦に　一11木丁米と書くことにな

る。

　延宝二年（1674）の関の著書ミ発徴算法ミは発明したばかりのこの点寮術を

用いて，沢口のミ古今算法記ミ掲載の十五間の難しい遺題を解いたものであっ

た。しかL関はこの書の中で点憲術を説くことも，勿論途中経過も示すことも

なく，従来の算書と同様に，変形した最後の形を示していたので，当時これが

筆算によるものであることは知られなかっれ点鼠術についての説明は，弟子

の建部賢弘のミ発徴算法演段諺解ミ，並びに貞享元年（1684）の，関自身の手

によるミ解見題之法ミによって行われた。

　点憲術の発明によって我が国の数学は，中国数学の影響から離れ，独自のも

のとなった。これが和算と言われるものであ乱

　さて，和算の成立は，高度な数学を学習する専門家のソロバンに対する意味

を大きく変えることになった。一通りのソロバソは学習する，数値計算そのも

のはソロバソに依存して行う。が，それ以上の事，即ち立式とか，演算，答と

かは筆算の数学に移ってしまうために，最後までソロバンに依存する必要がな

くなってしまったのである。最早やソロバンによる数学（珠算学）は和算家の

対象とはならなくなってしまった。

　点鼠術における未知数の消去は，間題ごとに特別な工夫をして行っていたが，

これを常に同一の方法で行うことが，関孝和によって亦も発明された。それが

行列式であり，これを得て和算の成長は更に一段と進められるにいたったので

ある。和算の成立は我が国の数学を飛躍的に進歩せしめたが，この高度た和算

を必要とする部門は，当時の我が国の杜会状況の申には皆無であったし，亦和

算家自身が無用の用に遊び，いたずらに複雑な図形を求めて楽しむというふう

に偏していたので，遂に芸道という域から出ることはなく終るのだった。

　参照文献

○明治前日本数学史（第一巻），岩波書店
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○　珠算の歴史　鈴木久男，富士短大出版部

○　日本科学技術史，数学，大矢真一，昭和37年，朝日新聞杜

○　東西数学物語，平山諦，昭和34年，恒星杜厚生閣

○　数学史研究第一輯，小倉金之助，昭和46年，岩波書店

○　目本教科書大系，14巻，理数，講談杜

○　日本の数学，小倉金之助，岩波新書（赤版）

V　商人とソロバン

　文禄四年（1595），渡来中のヤソ会士達が肥前天草のアカデミヤで印刷した

ミ拉葡日対訳辞典ミがある。日常よく便用される言葉をラテ：■語，ポルトガル

語と日本語と対訳付記したものであ乱この中に次のニツの言葉が入ってい

る。

　Abaculus，i，dimin．I　dem．Item，Tentos　pera　fazer　conta－Iap．San；

　Soroban．

　rアバクルス，計算q為に使われる器具，日本，算，ソロバ：／」

と，

　Calcu1us，Contos，ou　tentos　de　Contar．Iap．Soroban，Sangui・

　rカルクラス，細かに算用する，日本，ソロバン，算木」

である。

　これは我が国において，ソロバンの言葉が記されている現存最古の本であるら

　亦，その後，慶長八年（1603），通詞であったポルトガル人，ジョアン・ロ

ドリゲス（J6ao，Rodriguez）がミ日葡辞典ミを編集して，同じ長崎のヤソ会

アカデミヤから刊行しているが，この書にも

　Soroban，Taboinha　Com　Contas　efiadas　em　arame　por　onde　Contao

　os　China＆Iapoε．

　rソロバ：■，珠を針金に刺し通した小さい板で，中国や日本で計算に使う」1

とある。
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　これらのとこから，ソロバソが中国から舶来されたのは，文禄四年（1595）

以前であったこと，及び文禄四年頃には，もう外国人の辞書に載るほどにまで，

手広く使用されていたと考えることが出来る。第一のことは，我が国に現存す

る最古のソロバン，これは前田利家が文禄の役（秀吉の文禄元年（1592）の

朝鮮出兵）に，九州の名護屋の陣中で使用したといわれるものであるが，この

こととも一致するものである。亦手広くとは言っても，ソロバンは輸入品であ

ったので高価であったし，当時はまだ国内での量産はされていなかったから，

誰もが入手し得るものではなかった。従ってソロバンを持ち得た人々は隈られ

ていた。川越の喜多院所蔵（現在は東京国立博物館に寄託）のミ職人尽絵ミの

屏風にある縫取師の画中に，ソロバンをはじく主人らしい男が見られる。この

絵は一番古いソロバンの絵である。この絵の作者は狩野昌蓄吉信（1552～1640）

で，この絵は豊臣氏の末期，慶長年間（1596～1615）の作であろうとされてい

る。この絵を見ると，この店舗は板ぶき屋根であるが，ウダチ（卯建）ωがあ

る。卯建を設備することは，費用のかかることであり，それだけに居住考の誇

りであった。このような構えを据えた商人は，成功者であり，安定した繁栄を

誇る商人なのである。ソロバソは大名，役人，貿易商人，富商，この絵に見ら

れるような成功している商人といった上層人に限られていたと思われるのであ

る。一般の商人や庶民にまで普及するのは，もっと遅れ寛永年間に入ってから

と考えられている。西武選の俳書ミ鷹筑波ミ巻三の附合に

　あき人はあらやうがましこくそかひ

という句に附けて

　かた地にぬりておけるそろばん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　クソ
がある。意味は，商人というものはもったいぶっている，木展2］を買って，堅

固に塗ったソロバンをおいているのだから，ということらしい。この句は慶長

十三年（1608）から寛永十五年（1638）の間の作と考えられていることから，

俳書に見られるほどに，一般商人に迄普及した時期は，前記のように寛永年問
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に入ってであろうと推測されるのである。

　ソロバンが専門の職人の手で製造，量産されるようになったのは，はっきり

していないが，やはり寛永に入ってからと言われてい乱産地としては俳書

ミ毛吹草ミ巻第四に摂津・肥前があげられている。

　さて，前出のロドリゲスは，慶長九年（1604）にもう一つの夫著ミ日本大文

典ミ三巻を刊行している。その巻三に，

　De　Varios　Modos　de　Contar。

　（数え方のいろいろた言い方について）

を記し，その215頁にミ日本の計算法の種類の名，その他計算に使われる名称，

日本式の数表についてミを載せている。そして

　置算（Gisan）叉はr置く算」αocusan），加算。

　引き算（Fiquizan），叉はr引き算盤」（Fiqui　Soroban）。

　掛け算（Caquezan）。

　八算（Fassan），叉は「割算」（▽arizan）。九までの一つの数による割り算

　のNajina（なじな）

　見一無頭算（Quenichi　Mut6zan）。犬数による割り算のNajina（なじな）

と割声のことを述べているのである。従ってソロバン使用老は，1604年にはも

う割声を用いて割算を盛んに行っていたことが分る。

　商人達はソロバンの運用法を，初めは中国人から手ほどきを受けたり，見よ

う見まねで習ったことであろう。加法，’減法は理解し易かったし，乗法も比較

的容易であったに違いないが，割算は容易でなかったであろう。割声による割

算を教えられても，口ずたえ或いは筆写による覚書程度のもので伝えられたこ

とと思われるから中々大変なことであったと思われる。従って人々はソロバソ

運算書，就中割算の指導書を強く切望していた。毛利重能のミ割算書ミは，こ

うした要望に応えるものだった。しかし割算の指導書とLては充分期待に沿う
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ものではなかった。これに反して吉田光由のミ塵劫記ミは，丁寧懇切に図入で

説明してあり，解説に従って珠を動かしてゆけば，どんな初学者にも会得し得

るようになっていた（図1．2．3参照）。この点にミ塵劫記ミが大きな人気を博

した所以の一つがあるといえよう。

　ところでミ割算書ミもミ塵劫記ミも当時の商人達にとって必要と思われる事

項を，充分な配慮の下で採り上げて例示している。特にミ塵劫記ミに於ては，

前半記載のソロバソの基本的知識を習得した後，各人がその商売に応じて，関

係する箇所を見開いて読むだげで充分間に合うように，多数の例題，丁寧な説

明をもって編集されていた。例えば，米屋は米売買の事，俵廻しの事，杉算の

事（積俵の数を知る事），俵の入り積りの事（蔵に俵を入れる数の事），利息の

事，船の運賃の事など，亦両替屋なら銭売買の事，銀両替の事，金両替の事，小

判両替の事，利息の事といった工合に，その条だけの知識で実務上の計算が理解

出来るようになっていた。ここにミ塵劫記ミが大きな人気を得たもう一つの因

があったといえる。さてこうしたことは唯…塵劫記ミだけに隈られていたこと

ではなく，江戸時代初期の算書に見られた大きな特色であった。いかに商人達

が数学に求めることが夫きく，亦数学もごれに応えようとLていたかが分る。

　我が国に貨幣制度が確立したのは江戸時代初めであった。価格が法令によっ

て定められている小判金と秤量貨幣の銀，それに銭の三貨カミ使用された。この

三貨はそれぞれ独立に通用していて，依存関係を持たなかった。このうち銭は

補助的なものとして，主に目常生活に使用され，多額の取引に使われることは

なく，商取引には専ら金・銀貨が使われた。江戸時代初期の経済の中心は京・

夫坂の上方にあり，ここでは江戸が金を主にしたのに対し，銀が主な通貨とし

て使用されていた。従って商取引においては常にこれら通貨交換の間題が生じ

て来，この計算は商人にとって欠くことの出来ないものであった。この点に就

て，ミ塵劫記ミ（寛永十一年版，三巻本）の両替の項を追ってみてみよう（以下

の稿は夫矢真一氏ミ塵劫記における通貨の問題ミ科学史研究55号30頁に負う所
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大である。亦ミ算法童子問ミも参照とした）。

　第十四　銭売買の事

　口1貫文に付き銀15匁の時，1匁。に付き銭何程と云ふに，1匁に付き64文に
　　　　　　　　　　　（1〕

当る也。法に，左に960文と置き，15匁にて割れば，1匁に64文づつに当ると
　　　　　　　　　　　　（2）
云ふ也。

　銭の単位は文で，1000文が1貫である。貫未満の端数のないときは特に1貫

文，2貫文と文をつげて呼び，銀の単位の貫目と区別していた。アンダーライ

ン（1）が銭の相場を示すもので，この書では15匁1分から17匁の相場に対し，銀

1匁が銭何銭に当るかを表にLて商人達の便に供してい私

　銀と銭の交換にはミ九六の百ミというやっかいなことがあった。銭96文を

100文として通用させる習慣のことで，省銭とも呼ばれている。従って1貫文と

称するのは正しくは960文である。アンダーライソ（2）のところがそれである。

　　　　　　　　　　　　チョウヒヤク
これに・対し正しい100文を丁百，長百と呼んでいた。

　□銭7貫372文ある時，1貫に付き18匁にLて，右の銭の銀何程ぞと云ふ時

に，銀132匁7分5厘と云ふ。

法には，銭を右に置き，先づ72文に目を立て置く時，75文に成る。下より18匁

を掛ける也。

　7貫372文のうち，7貫300文まではミ九六の百ミで，72文だげが正確な数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72
である。そこで72文も…九六の百ミに直すと，100x一＝75である。故に18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96
匁x7，375；132匁7分5厘とな乱アソダーラインの部分を出目といい，96文

を100文とするときの差であ孔

　次に，この逆の場合として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カネ　□銀76匁7分ある時，銭1貫文に付き16匁にLて，右の銀に銭何程ぞと云ふ

時に，4貫790文と云ふ。

　法に，76匁7分を右に置き，16匁にて割る。百より内には下より四を掛げて

引く。図に詳しく有り。
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　76．7÷16＝4．79375（貫）＝47．9375（百文）これはすべてミ九六の百ミの割

になっているから，百文以下の端数0．9375を正しい数に直さねばならない。そ

こで96x0．9375＝（100－4）x0．9375＝90で答が4．貫790文となるのである。

　第十五銀両替の事
　　　　　　　　　子ヨウギソ
　当時使用の銀貨は丁銀と呼ばれ，幕府によって造られたもので，品位O．8で

一定していた。しかし目方は不定で，授受の際一々目方をはかって通貨とした

のである。一従って普通の銀は通貨としては使えず，一度丁銀に交換してからで

なければならなかった。銀中の不純物を除去する方法に灰吹法があり，これに

よる銀は灰吹銀と呼ぱれ高純度で，よい灰吹銀は純銀であった。この灰吹銀と

丁銀の交換に

’□丁銀569匁ある時，好き灰吹，内2割引にして替える時に，右の丁銀に灰

吹何程ぞと云ふ。灰吹455匁2分と云ふ。

法に，右の569匁に8を掛くれば「はひふき」455匁2分と知るべし。569xO，8

≡455，2

　実際にはこの外に交換手数料がかかる。ミ銀位井銀吹方手続書ミによれば，

慶長年間外1割増で引替えたとある。

　さて，丁銀の他に銀豆板俗に小粒といわれるものがあった。その品位は丁銀

と同一で，大きさが小指大から大豆大まで種表であった。両替屋は丁銀と豆板

を組み合せ，全体の目方を43匁とし，これを紙に包み封印し，両替屋の信用で，

一々内容を確かめることなく通用させ，一々目方をはからねばならぬ丁銀の不

便を除いていた。そこで手許の銀を封印包にするとき何包出来るかを求めるこ

とが必要になり，この際43で割ることが生じてくる。43で割るための特別な割

声が主割算書ミの場合と同様に記載されているのであ乱

　処で金両替の場合であるが，この場合大判金と小判金では事情が異っている

ことを考慮して，各々を分げて述べている。大判金の場は，品位も目方も一定

で，坐匁と規定されている。従って他の品位の金はこれを標準にして換算され，
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金両替の問題は比例解法の問題で簡単なことであ乱これに対し小判金では・

その価格1両が法令によって定められた貨幣としての単位であって，目方とは

無関係な所謂名目貨幣であった。大判は判金1枚，2枚と称されたが，小判は

1両，2両と呼ばれた。しかも1両＝4分，1分＝4朱という不十進法である

ことから，両替の際，大判には見られない特殊性即ち単位を両に揃えねばなら

ないということが生じてくるのである。

　口小判6両3分3朱ある時，1両につき56匁替へにして，右の小判に銀何程

ぞと云ふ時に，銀388匁5分と云ふ。

法に，図に有る三朱を四にて割り，叉三分を四にて下へ皆割り，56匁を掛くる

也。

　6両3分3朱→6両3分75→6両9375のように，端数の数字を順に4で割り，

両の単位に揃えてから，鋤こ直すことをLなければならないのである。

　大判を銀に両替する場合，常に44で割る必要が生じてくるので，銀両替の時

と同様に44の割声を載せている。この換算の計算に際し生じ得る不都合に関し

ての処置を，次のように例示している。

　口金7匁4分8厘あるを，判金の相場500目替への時，500目をμ匁で割れば，

金1匁に付き銀11匁3分6厘3毛6糸3忽づつに当るなり，是れに右の金7匁

4分8厘を掛くれば，銀84匁9分9厘5毛9糸5忽に成る也。如〃此〃に手間

入りて，合はずして，悪Lき算也。

　口右上算　金7匁4分8風こ判の相場500目替へにして・右の金に銀何程ぞ

と云ふ時に，銀85匁と云ふ。

法に，金7匁4分8厘に相場500目を掛くれぱ374に成孔是れをμ匁で割れ

は85匁と知れ申す。右是れ善き算なり。此の心持，万事に善し。

常識的には脳・（晋）一舳・・匁としたがる成（τ螂篭x500）一・・匁

とすべきが善しと説いているのである。即ち比例式解法のすぐれていることを

示している。亦これは四捨五入のような端数処理法が確立していなかった当時
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において，計算誤差を少くするための工夫であり，それを例を示し，納得させ

ながら説いているところは，極めて数学的であり教育的な配慮であるというべ

きであろう。こうした配慮はミ第十九絹・木綿売買の事ミにも見られること

である。

　　ミ塵劫記ミはこのように懇切な数学書であり，高級な数学書であっれ同時

に商人達に極めて有要なハ：■ドブックとしての性格も具えたものだった。

　　ミ割算書ミミ塵劫記“因帰算歌ミなどの各種の算書によって，実用計算に通

じたとは言え，掛げ算，割算は面倒なことであった。特に割算はやはり難物で

あった。しかし経済・商業の愈々の発展は，商人達にこれらの計算を一層強い

る場を多くしていった。寛永二十年（1643）になって，便利な書が刊行され

、るにいたった。掛げ算，割算がたし算，ひき算で求められる表を載せたミ万用

不求算ミの出版で，これも商業の隆盛，商人の要望がもたらした結果といえよ

う。

　　rむかL我，いろいろの算書をあつめならふといへども，みづから，ぐなる

がゆゑに，かへすがへす此みちにいたりがたし九数法塵劫記のたくひ，世に

おほLといへども，算勘にたつせざる人の用にはたたず。今はじめて此書を見

る乏きは，わづかに九九，八算をしらざるものも，只かきつげ（表の事）のみ

にしてこれをしるがゆゑに，万の用に算をもとめずといふ心をもつて万用不求

算と名つく。」とて，銭1貫文に対し銀11匁から16匁まで毎1分ごとの相場の

時，銀1匁に対する銭の値を表にしたミ銭の相場の事ミ，米1石の代20匁より

90匁まで毎5分の相場の時，銀1匁に対する米の升数を記Lた米相場の表，並

びに100目，200目……900目までを2，2．5，3……99，99．5で割った答を表にして

載せている。例えば，ミ百めより900目を九ツにわりたる時ミとして
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　　　　九工00め一工1匁1分1リン1毛i
　　　＋八　　200　　二　　22匁　2分　2リン　2毛　2

　　　廿七　　300　　三　　33　　3　　3　　　3　　3

　　　升六　　400　　四　　44　　4　　4　　　4　　4

　　　四五　　500　　五　　55　　5　　5　　　5　　5

　　　八一　　900　　九　100
注　九十八，廿七……．一，＝，………の数字は11匁1111の何倍にあたるかを示Lているものである

この表は次のように便うのである。

　　　　　　　　　　300…　33．3333

345÷9二38．333295　　　　　　40…　4．44444

　　　　　　　　　＋）　5…　0．555555

38．333295

ミ塵劫記ミの出版後，その大反響に刺激されて，これに倣ったものや，これに

対抗しようとするものなどの珠算書が次々と現れ競い合い，正に百花練乱の有

様を見せた。

　こうした中で注目すべきことは，延宝二年（1674）の関孝和のミ発徴算法ミ

の出版と，そこから始まる点憲術の出現であった。このことは前述のように，

ソロバンにとって重大な変化をもたらすことになったのである。それまで算学

そのものであったソロバン術が，今や専門家達にとっては単なる計算手段にな

ってしまったのであ乱珠算書は和算家の興味の対象でなくなってしまったの

である。貞享四年（1687）頃に和算が完全に確立すると，和算学者と実用ソロ

バン学習老の分離は決定的なものになった。

　珠算書は以後，和算の高度な発展と何等の交渉をもつことなく，亦その成果

が反映されることもなかった。そして専ら，ソロバソの初歩的計算法の説明を

中心とした初等教科書の道を歩むようになり，一定水準以上のものは必要とさ

れなく友ってLまった。一般庶民，商人達には日用諸算のミ用の用ミのみ手敢

り早く弁じることが出来れば充分であった。それ以上のことは，ミ無用の用ミ
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としか映らなかったので，これに満足し，より簡単に，より分り易く，より廉

価にという大衆化の方向に進むことを歓迎するのであった。

　ミ塵劫記ミやミ改算記ミなどのすぐれた算書は，其の後も人々に愛用され続

けてきたが，初版以来半世紀ほど経た頃になって来ると，その内容に時代に合

わない点が目立つようになった。その第一は，原本での説明ではもはや注釈な

〕こは理解し得ない箇所が多数出てきたことである。ミ塵劫記ミの検地の事の

条で，土地の坪数を求める法にミー坪の法4225にて割ればミ坪数を得ると記し

てあるが，ミー坪の法ミが如何なるものであるか分らない。そこでミ此一坪の

法4225とは，6尺5寸をかけ合すれぼ一尺四方の坪数42坪2分5厘有る故定法

とするもの也ミの注が必要となってくるのである。第二の点は，時勢に合わた

くなった点である。寛永以後の杜会・経済の発展は，文化・経済の中心を江戸

に移しつつあったので，金を中心とした江戸経済に適応させておく必要があっ

た。従来本では銀の利息しか扱っていなかった間題に金の利息に関する間題を

加えたり，ミ米売買ミミ銭売買ミについても同様の補正改訂がなされるようにな

ったのである。今やミ塵劫記ミもミ改算記ミも古典となった事を意味すると言

える。こうした注釈，改訂本ミ轟蓼新板塵劫記ミ，ミ嚢歪改算記綱目ミが貞享三年

（1686）と貞享四年（1687）に出され，一層初心者の学習に役立ち，一般庶民

に近づいた指導書になっていったのである。

　さて，杜会・文化・経済の一段の高度化に伴い「読み，書き，ソロバソ」は，

商人に愈々欠くことの出来ない身嗜みになっていった。この主たる学習著は当

初は大人であったが，元禄頃からは，

　r商売の家に生るる輩は，幼稚の時より手跡，算術執り行ふこと肝要なり」

　ミ商売往来ミ

　「農工商の子には，いとけなき時より只物かき算のみおしえて，其家業を専

　らにしらしむべし」貝原益軒ミ和俗童子訓ミ

　「子供には……幼少のときより家業を犬切におしえ蓉らぬように育なし，読
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　書，算用を習はせ……」ミ商人生業鑑ミ

と見られるように，子弟にまで，その必要は急速にひろげられるにいたったの

である。　、

　元禄六年（1693），村田栄清ば「児童の自得し安き諸法の起り根元を望みに

まかせ撰集」したミ算法明粋記ミを出版した。この書は児童向を目指した最初

のものである点に第一の特色があると同時に，ミ塵劫記ミミ改算記ミを中心に代

表的既出版の諸算書から，都合のよい箇所だげをぬき出し，独自の再編成をL

ている点に第二の大きな特色があった。既成本の解体再編が，ここに始まるこ

とになったのである。こうLた解体は一度始まると，一層の激しさを加えてゆ

き，唯単にハサミとノリで継ぎ合せたにすぎたい本が，書璋の手で乱造されて

いった。何らの創意も工夫も無い本であったが，いずれも児童を対象にLてい

たので，犬数・小数の単位，度量衡の事柄，八算の割声たどの基本的事項につ

いて非常に丁寧な，理解L易い説明がされていて，ソロバン計算を一層大衆に

近づけた点にその功を見ることが出来よ㌔

　ところで庶民，商人にとってソロバンを習うことは，算学を嗜むことにあっ

たのではなく，あくまでも目常生活上の切実な問題を処理すること，実際面に

すぐ役立てることを目的とLていた。従って数学の基本的な事項を教育的な配

慮のもとで配列してある教科書ではなく，教科書を開げば，欲する間題の解法

亦は解答がそのまま出ているような，範例集的なものを最も重宝なものとして

切望していたのである。

　「士農工商日用の業に便せん事を欲す。其術近道にして，諸商買の部門を分

　け，両替屋は両がへの一まき，米やは量数俵廼しq一まき，それぞれの商売

　をそれぞれの門に求めて，一切家業の算用掌をさすがごとし……」正徳元

　　　　　　　諸
　年（1711），ミ商改算智恵車犬全ミ
　　　　　　　買

のような各職種に関係した間題を出来るだけ網羅してきて，それらを職業別に

分類編成し，各自がその職業によって，必要な部分のみを見開いて学べば事足
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りるような，職業別問題集と化した新しい型の解体本が出現されるにいたった

のである。

　職業上の立場から間題が分類編成された結果は当然のことながら，同じ性質

の問題，同じ種類の計算が，職種ごとの項に繰り返Lて現われることになる。

例えば前記の書の

　r両替屋銀行銭売買さん用一まき」の項に

▲銭の相場12匁5分がへの時，1匁には何程と問ふ。

　亦r米屋相場割俵まわし一切のさん用」の項に

▲相場62匁5分がへ（米1石につき）の米は，銀1匁に何程と問ふ。

　r木綿屋きれ尺に依て値をLる算」

▲1端（2丈6尺）に付6匁5分のもめんは，1尺に付何程きれに当ると問ふ。

　r呉服屋巻もの丈尺坪まはし一まき」

▲1反（2丈7尺）にて33匁6分の絹は，1尺何程きれにあたると問ふ。

のように，これらは数学的にみれば，皆同一性質の間題であり，一般的な解法

を示すことにより，皆同様に解答し得る問題であ乱しか’し外見上の個捌性に

とらわれてしまい，これらの中に共通性のあることを見ようとはしなかったし，

まして一般化への努力はなされなかった。しかL，こうした傾向に対する批判，

反省が全く無かったわげではない。天明八年（1788）の志水燕十著ミ利得算法

記ミの序に

　r算学をせんと思ふ著・何ほどなりとも数にかかはるべからず・碁要ξ壬費

　べし。数にかかはれば米の術を真木（薪）の術に用いがたし。左やうなる不

　自由なるものにあらず，術は一つにして数は隈りなし」

と指摘している。志水は戯作者であったがその考えは，正にギリシヤ的思考で

ある。擬科学としてではなく，科学としての数学を指向し，認識していたと言

えよう。‘副胴眼の限りである。文化五年（1808）の松岡能一ミ姦算学稽古大全ミ

は，志水が指向Lた科学的系統化に，解折的な説明を附加した近代的教科書の
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先駆をなす著作であった。Lかしながら志水の正論は，我が国の算学全体を覆

っている傾向を変える力はなかった。

　初等教科書（所謂，往来物と称されている）の流布によって，ソロバン計算は

庶民の中にも普及L，ソロバ：／は殆んどの各戸に具えられる有様だった。ソ目

バン教育は，たし算，ひき算程度迄ではあったが家人の手ほどきにより行われ

るのが普通であった。奉公人や丁稚小僧達は夜仕事が終ってから，手代，番頭

を通じて行われたのである。立川焉馬のミ開巻百笑ミにこの様子が活写されて

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　アソドソ
　「コレサおのれも十五になるが行燈を見ると眠る丁稚だ。手習を志おれ。そ

　ろばんは，三年かかつて八算をまだおぼへぬたわげづら，サアここへ来てお

　　　　　　ソレ
　いて見ろ。夫十二万三千四百五十六石七斗八升九合，それからおいて見ろ，

　なんと申た。べらぼうめ。二一天作の五。アア叉わすれたか。是よく訳をき

　きおれ。二一天作の五とは，上の玉をおろして，それ此十といふ玉を，上の

　玉を五玉といふは，十をニツにわると五ソにたるは，これけが忘れたか。玉

　をみろやい。アイアイではすまぬて，玉をよくみやがれ」

　そのうち指南を専門にするソロバン師匠が都会に現われるようになり，多少

余裕のある家の子弟はそこへ通うようにもなった。大部分の一般家庭では目常

の仕事に追われて，子弟の教育に割く時間を持ち得なかったし，亦その能力も

充分でなかった。さりとて特別に師匠につける余裕もなかったので，寺小屋で

の専門家に委ねることが行われた。

　庶民教育機関としての寺小屋は江戸初期から既にあったが，それが普及し盛

んになったのは享保（1719）頃からのことであった。寺小屋の当初におげる教

育は・読み，書きが主であって，ソロバ1■は極めて少なかった。ソロバンが本

格的に採り上げられるようになるのは，寛政以後のことであった。それも商人

の多く住居している地域に限られていた。
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表2　寺小屋での教科内容

読み書1読み書ききのみiソロバソ

その他1不　明

享保7年（1722） 59％ 工0％ 1・ギ・・％

宝暦～享和（1751～1803） 64％ 31％ ・プ　ー

文化～天保（ユ804～1843） ・・ジ・・劣 4％
一

弘化～慶応（1844～1867） ・・ジ・・％ ・グ　ー

明治初年（1868～　　） ・・ジ・・％ ・％1一・％1

日本教育史資料，明治36年（1903）文都省刊，石川謙≡寺小屋・昭和35年を参照し，表を簡単

にする為多少手を加え旭

表3 文化・文政期（1800年代）江戸寺小屋の地域分布

A地域

B地域

C地域

21校以上

10～20校

10未満

日本箪京橋，芝，下谷，浅草深川
下町一商業関係考多シ
趨町，神田，麻布，小石川，本郷，本所
武家屋敷，奉公人，住宅と商店，町人住居が入交っている
赤坂，四谷，牛込
武士居住地

　r山手辺……士族ノ輩多クコノ土二住セリ・一・手本中ミ商売往来ミノ如キハ

適切ナラズトシテ，カエツテ千字文，唐詩選等ヲ好ムノ風アリシ……マタ算

数ノ如キハコレヲ学ブ，ハナハダ多カラザリシトイフ

　下町辺……町人スナハチ商エノ徒ヲ影多ナリトス・一・手本中ミ商売往来ミノ

ゴトキハ，ハナハダ必需ニシテ……シタガツテ算術ヲ学ブ老スコブル多カリシ

ハ，モチロンナリトス」と　ミ欝綴季教育法及維持法取調書ミは記している。

　ソロバン教育の内容は

ヂ．ぶ1－1デlllllllll1

　相場割　……5．7劣　　　　　　天元術　……O，9％

　利息算　一・・1．3％
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という程度で，八算・見一までで，開平・開立などは殆んど行われなかった。

従って寺小屋，ソロバン師匠が普及して往来物の需要が増大したが，それは八

算見一と相場割り程度だけを載せた手軽な小冊子で充分な状態であったので

ある。江戸時代後半からは，寺小屋等の教育機関，容易な往来物の刊行によっ

て，ソロバソ学習者数はめざましく急増していった。そして今やソロバソは商

人のみならず

　r六ツ七ツの年より能師匠を頼，算筆を可為習」ミ農民竈建往来ミ

　「幼少のときより親・師のをしえを守り……いろは四十八字を揚……粕・干

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・〒ベシ旦ウ‘オザ呈1サ
　鰯の送状等可習……夜はソロバソの稽古をこたるべからず」ミ浜庇小児教種ミ

　安政五年（1858）

にみられるように農山村・漁村にもひろがっていった。しかも女子にも及ん

だ。良家の娘は勿論のこと，ミ独寝ミが

　「奈良の遊里にては，女郎共習字・算用を習う。町人の妻とたりたる時の準

　備なり……」

と記しているほどに，庶民すべてにとって欠かすことの出来ない技能となった

のである。

　商人達の旺盛な活動がソロバンを通じて我が国の数学を育て引き上げると同

時に，国民全体に計算能力を植えつけた功績は偉大であった。しかしその功績

は中途半端に終り，我が国の数学も，庶民の計算能力も，今一歩進めて，芸，

技能以上のものに押し上げることが出来なかった。もっと計算術と数学を相接

近させることすらなかった。こ棚まどに発展した計算技能と，学門としての数

学が分離併存Lたままに終った点に，産業が，技術が科学に反映し，亦科学が

産業，技術の発展を導き出すというバターンの見られない我が国の科学の一特

性を見出すと同時に，いい知れぬもどかしさを感ぜざるを得ないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1977．9．17）
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注（1〕卯建，ウダチ：建物の外にはり出し，通常防火の為のそで壁といわれているが，

　　本来は板屋根の端を保護し，強風によってまくれ上

　　らぬようにLたものである。京・奈良地方の中世末

　　の町屋に現われた。大のこぎりを使えない時代，板　　　　　　　　’’童しの石

　　を得ることが困難で，代わりに粘土質の土で萬べい

　　をめぐらした。ミ職人尽絵ミの中で檜物師，縫取師，
　　　　　　ム由パカキ
　　機織師，向縢師，畳師，樋師の家に見られる。

　（2）コクソ，粉糞，木尿，刻苧：漆に木粉や朽木の盾，セソイ盾などを切って混じた

　　もので，漆器製造の塗り工程に入るまえ，素地の合せ目，問隙などに壊入したり，木

　　節や欠失部を補填するに用い，素地の表面を整え，塗工程を円滑にするものである。

　　　吉日葡辞典。にも一種の膠状の粘着剤，漆，麻布の切ったもので作るとある。

　（3）天明元年（1781），藤井貞資，皇精要算法ミは基礎的な教科書であった。その序に

　　「今の算数に用の用あり，無用の用あり，無用の無用あり，用の用は貿買貰貸，斗

　　斜丈尺，城廓，天官，時目その他，人事に益あるもの，すべてこれなり…・・㌔無用

　　の用は題術及異形の適等無極の術の類これなり竈これ人事の急にあらずといへども

　　講習すれば有用のたすけとなる」と記している。志水の考えに近いものを感ずる。

　　しかLこの意図は数学老達が，どうすれぱ数学が人々に親しまれ覚えられて，役に

　　立っようになるかと，その教育の面から述べられているので，志水燕十の思考に一

　　見類似の呈がみられるが，志水ほどの明確な意識はない。科学に対する認識は欠け

　　ていたといえよう。
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